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＜連絡事項＞

・コピー機のユーザー名・暗証番号について
新しくコピー機を設置されました。今度からはカードではなく、ユーザー名・暗証番号を入力しないとコピーできません。各自、ユーザー名と暗証番号を確認し、使用するようにして下さい。使用方法については、コピー機の前に掲示しています。

・至急FAXの検査結果の報告方法について、各自周知お願いします。

　FAX機の新規購入に伴い、至急FAXの検査結果の報告方法について、10/1（木）より、紙面からWIZメールへのデータ送信へと変更するとのことです。

※17：00～翌8：00に受信したFAXは、データと紙面両方での報告となります。

・外来患者様の佐藤奈々恵様の夜間対応について、周知お願いします。

病状・気分の揺れとしては、今回の病院に対しての損害賠償請求の件が大きな要因となっている様子で、訴えの内容は“落ち着かないので注射をしてほしい…、出来なければ家の前の川に飛び込み死ぬ…”といったものです。
対応としては、原則外来で処方された頓服薬の服用を促し、夜間帯での受診治療（注射処置等）は行わない旨の対応を取るようにして下さい。

また、対応時は必ず本人の話だけではなく、ご家族に電話を代わってもらうようにして状態・状況の確認を客観的に行い、本人の言動に振り回されないよう対処をお願いします。
上記対応については、本日の外来にて主治医より本人様へも説明・指導をする予定となっています。

　

・明日から予測指示、検査、臨時薬の処方時の書式が変更になります。それぞれ10枚ずつ頂いていますが、なくなった際には庶務へ直接受け取りに行ってください。マニュアルについては藤原JGMが管理しているので、各自確認お願いします。移行期間ですので、今まで通り処方箋の指示と平行して使用して下さい。カルテへ挟める際には一番前へお願いします。

・9/30（水）中間サマリー提出締め切りです。佐藤SGMが確認し、チェックした上で直しを入れています。手直し後は確認し、修正してから再度提出して下さい。

・下半期は退院支援に力を入れていきます。以前提示した、担当患者様の退院支援についての書式を、さらに改良し、詰所へ掲示する予定としています。意識をして退院支援を行っていきましょう。

＜注目患者様NCP評価＞

・松川　順子様～本日、三浦PSWから情報があり、妹様との連絡が繋がらないとの事でした。今週中に妹様宛へ手紙を送るとのことです。内容としてはお金を妹様が管理している通帳へ入らなくなることや妹様の管理能力が乏しい為保護者変更についてです。今後の方向性としてはアパートへ戻す方向です。退院へ向けて、進めていきましょう。

・滝田　英人様～昨日、38.4℃の発熱がありました。本日は36.3℃へ解熱されています。

　　　　　　　　解熱されていますが、倦怠感があり、活動と作業療法を欠席されています。安静は保てていますが、布団を掛けずに休まれることがあり、介入要しています。体温調整と水分補給に注意し観察していきましょう。

・原　吉郎様～本日10時に37.0℃の微熱があります。12時50分には37.3℃へ上がっています。活動と作業療法は顔出しのみとし、安静を保っています。頭痛と倦怠感、眩暈を訴えています。体調の変化に注意し観察していきましょう。夜間、夜遅くまで起きていることがあるので、見かけた際には安静にして頂くよう声掛けをしていきましょう。

・最近、巷ではインフルエンザが流行している様子ですので、こまめに換気していきましょう。季節の変わり目ですので、患者様の体調管理に注意し観察していきましょう。また、体温調整が出来ていない方がいますので、都度声掛けをしていきましょう。

＜川端Dr患者様ケース検討・診察状況＞

・稲垣　恵利子様～本日、兄嫁様が面会へ来院されています。お小遣いを1万円受け取っています。7月頃から間食を自己管理しており、残金が4、5万円くらいありましたが、現在は1万円弱となっています。買い物時に大量に購入するのが原因だと思われます。1回の買い物時に金額を決めて購入するように担当スタッフ中心に検討していきましょう。また、お小遣いの残金が少なくなると本人様の精神症状が動きますので、お小遣いと本人様の精神症状がコントロールできるように検討していきましょう。

　　　　　　診察→お小遣いは増やしてもらっていいとの事です。節約する意味は無い為、貯金も使っていって良い、服などスタッフと購入するよう主治医から説明を受けています。「服ももういっぱいあるから･･･」というため、スタッフと相談するよう主治医から伝えられています。

・佐々木　淳様～今後の方向性としては病院へ残留となります。入浴・洗濯頻度は、移動当初より多くなってきています。ADLの低下に注意し観察・介入していきましょう。

診察→本人様から「水飲みすぎなくする薬はない？」と質問されています。漢方薬は嫌とのことで、自分で我慢するように主治医から説明を受けています。水分は自分管理ではなく、スタッフが管理するよう主治医から指示が出ています。

・木村　梅子様～今後の方向性としては病院へ残留となります。注意力の低下があり、他者にぶつかっても気にしない様子があります。SSTにて、「人とぶつかった時」としてお題を挙げるなどし、繰り返し訓練していきましょう。

　　　　　診察→「午後だるい感じでした」と話されています。食欲はある、夜は眠れているとの事です。







